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第１問

　̭͸ɺ̯ʹରͯ͠ɺ̌̌̕ສԁΛି͠෇͚͕ͨɺ̯͸ແྗࢿঢ়ଶʹ͋ΔͨΊɺ
શ͘ฦࡁͷ目ॲཱ͕͍ͬͯͳ͍ɻ̭͸Կͱ͔ͯ͠ݖ࠴Λճऩ͢΂͘ɺ̯ͷ਎ลௐ
ࠪΛͨͬߦͱ͜Ζɺ̯͕̮ʹରͯ̑̌̌͠ສԁͷିۚݖ࠴Λ༗͍ͯ͠Δ͜ͱΛ
஌ͬͨɻ
　ͦ͜Ͱɺ̭͸ɺऀݖ࠴୅ҐݖΛͯ͠࢖ߦɺ̮ʹ̑̌̌ສԁͷࢧ෷ΛٻΊΔૌু
Λఏͨ͠ىʢҎԼʮຊ݅ૌুʯͱ͍͏ɻʣɻຊ݅ૌু͸ద๏ʹఏ͞ىΕͨ΋ͷͱ͢
Δɻ
　ҰํͰɺ̯͸ɺຊ݅ૌুͷ܎ଐதʹɺ̮ʹରͯ͠ɺ̯͕̮ʹରͯ͠༗͢Δ্ه
ɻͨ͠ىΊͯผૌΛఏٻ෷Λࢧͷݖ࠴ۚି
　̯͕ఏͨ͠ىผૌͷద๏ੑʹ͍ͭͯ࿦͡ͳ͍͞ɻ
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解説

第１　本問で学ぶ答案の書き方

ୈ̍໰Ͱ͸৚จʹཁ݅ޮՌ͕ॻ͔Ε͍ͯΔ੍౓ʹ͍ͭͯͷॻ͖ํΛֶश͢Δɻ
͜ͷྨܕ͸ɺຽ๏΍঎๏ͱಉ͘͡ɺ৚จ͔Βཁ݅நग़͠ɺඞཁ͕͋Ε͹ཁ݅Λ
ղऍ͠ɺ໰୊จதͷ࣮ࣄΛͯ͋ͯͬ࢖͸ΊΛ͏ߦͱ͍͏खॱͰݕ౼͢Ε͹Α͍ɻ

第２　具体的な検討
１　設問の確認
　�　まず本問の問いを確認すると、「Ｚが提起した別訴の適法性について論じなさい。」
と書かれているため、訴訟要件の問題であることまでは当たりが付く。
２　問題点発見のプロセス
　⑴�　次に訴訟要件の問題ではないかということを念頭において事案を分析すると、
本問では、ＸＹ訴訟（本件訴訟）が係属している状況でＺＹ訴訟（別訴）を提起
してよいのかが問われているため、二つの訴訟が同時に並び立ってよいのかとい
う点が問題の所在であることが分かる。

　　�　そして、二つの訴訟が同時に並び立ってよいのかという問題は民事訴訟法上、
二重起訴禁止というテーマで論じられるため、本問は二重起訴禁止（142）の問
題であるという結論にたどり着く。

　⑵�　このように説明すると簡単であるが、これはある程度知識が入っていないと難
しい。二つの訴訟が出てきた＝二重起訴ではないかという思考は二重起訴という
問題についての理解がないとできないからである。

　　�　そのため、すぐに問題点を発見できなくても、焦ることなくじっくりと知識の
習得に努めてほしい。

３　142条の解釈
　�　二重起訴禁止（142）の問題であると分かれば、あとは民法、商法などと同じく
条文から要件を抽出し必要があれば解釈しあてはめという流れをたどることにな
る。
　�　142条は「裁判所に係属する事件については、当事者は、更に訴えを提起するこ
とができない。」と規定している。
　�　これを要件と効果に分解すると、要件は「裁判所に係属する事件」であること、
効果は「当事者は、更に訴えを提起することができない。」である。
　�　すなわち、142条は裁判所に係属する事件と同じ事件について訴えを提起するこ
とを禁止しているのである。
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　�　そうであれば142条の要件は事件の同一性ということになる。
　�　では事件の同一性とは具体的に何が同一であることを意味するのか。
　�　これについては、当事者の同一性と、審判対象の同一性であると理解されてい
る。
４　本問へのあてはめ
　⑴　当事者の同一性
　　�　本件訴訟の当事者はＸとＹであり、別訴の当事者はＺとＹであるため、一見当
事者は異なるように思える。

　　�　しかし、二重起訴禁止の趣旨には既判力の矛盾抵触の防止も含まれるため、一
方の訴え（別訴）の当事者（Ｚ）が他方の訴え（本件訴訟）の判決の効力を受け
る場合も既判力の矛盾抵触の可能性があるので当事者の同一性を肯定する。

　　�　本問でも本件訴訟は債権者代位訴訟であるため、その判決の既判力は「他人」
であるＺに及ぶ（115Ⅰ②）。

　　�　そのため、本問でも当事者の同一性を肯定することができる。
　⑵　審判対象の同一性
　　�　審判対象の同一性は訴訟物の同一性を意味するというのが伝統的な考え方であ
るが、近年は訴訟物の同一性よりも広げて考える傾向にある。今回はどこまで拡
大するべきかという議論には立ち入らない。

　　�　本件訴訟の訴訟物はＺのＹに対する500万円の貸金返還請求権であり、別訴の
訴訟物もＺのＹに対する500万円の貸金返還請求権であるため、両訴訟の訴訟物
は同一である。

　　�　よって、本問では審判対象の同一性も肯定することができる。
５　結論
　�　以上より、別訴は142条の要件を充足するため、不適法却下となる。
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答案構成例

̍　̯ʹΑΔผૌ͸ೋॏىૌʹ৮Εͳ͍͔

̎�　���৚ͷཁ݅͸݅ࣄͷಉҰੑͰ͋Γɺ݅ࣄͷಉҰੑͱ͸౰ऀࣄͷಉҰੑͱ৹൑
ର৅ͷಉҰੑ

̏ᾇ　౰ऀࣄͷಉҰੑ
　　　ຊ݅ૌুͱผૌ͸Ұݟ౰͕ऀࣄҟͳΔΑ͏ʹ͑ࢥΔ
　　　　ˣ
　　�　͔͠͠ɺೋॏىૌࢭېͷझ͔ࢫΒ͢Ε͹ط൑ྗͷ֦ு͕͋Ε͹౰ऀࣄͷಉҰ
ੑΛߠఆͰ͖Δ

　　　　ˣ
　　　̯ʹ͸���৚߲̍̎߸Ͱط൑ྗͷ֦ு͋Γ
　　　　ˣ
　　　౰ऀࣄͷಉҰੑߠఆ

　ᾈ　৹൑ର৅ͷಉҰੑ
　　　৹൑ର৅ͷಉҰੑͱ͸ૌু෺ͷಉҰੑ
　　　　ˣ
　　�　ຊ݅ૌুͷૌু෺΋ผૌͷૌু෺΋̯ͷ̮ʹର͢Δ���ສԁͷିۚฦؐ੥ٻ
Ͱ͋ΔͨΊɺૌু෺͸ಉҰݖ

　　　　ˣ
　　　Αͬͯ৹൑ର৅ͷಉҰੑ΋ߠఆ

̐　ผૌ͸ෆద๏٫Լ
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̍�　̯ʹΑΔผૌ͸ɺʮߋʹૌ͑Λఏ͢ىΔʯ΋ͷͱͯ͠ɺೋॏىૌʢຽ

ૌু๏ʢҎԼɺ๏ྩ໊লུʣ̍̐̎৚ʣʹ֘౰͠ɺෆద๏٫ԼͱͳΔࣄ

ͷͰ͸ͳ͍͔ɻ

̎�　̍̐̎৚͸ʮࡋ൑ॴʹ܎ଐ͢Δ݅ࣄʹ͍ͭͯʜʜߋʹૌ͑Λఏىʯ͢

Δ͜ͱΛ͍ͯ͠ࢭېΔɻ

　�　ͦ͏͢Δͱɺ̍̐̎৚ͷཁ݅͸݅ࣄͷಉҰੑͱ͍͏͜ͱʹͳΔɻͰ͸

ͷಉҰੑͱ͸Կ͕ಉҰͰ͋Δ͜ͱΛҙຯ͢Δ͔ɻ݅ࣄ

　�　͜Εʹ͍ͭͯ͸ɺ౰ऀࣄͷಉҰੑͱ৹൑ର৅ͷಉҰੑΛҙຯ͢Δͱߟ

͑Δɻ

̏ᾇ　౰ऀࣄͷಉҰੑ

　　�　ຊ݅ૌুͷ౰ऀࣄ͸̭ͱ̮Ͱ͋Γɺผૌͷ౰ऀࣄ͸̯ͱ̮Ͱ͋Δͨ

ΊɺҰݟ౰ऀࣄ͸ҟͳΔΑ͏ʹ͑ࢥΔɻ

　　�　͔͠͠ɺೋॏىૌࢭېͷझࢫʹ͸ط൑ྗͷໃ६఍৮ͷ๷ࢭ΋ؚ·Ε

ΔͨΊɺҰํͷૌ͑ʢผૌʣͷ౰ऀࣄʢ̯ʣ͕ଞํͷૌ͑ʢຊ݅ૌুʣ

ͷ൑ܾͷޮྗΛड͚Δ৔߹΋ط൑ྗͷໃ६఍৮ͷՄೳੑ͕͋ΔͷͰ౰

ఆ͢ΔɻߠͷಉҰੑΛऀࣄ

　　�　ຊ໰Ͱ΋ຊ݅ૌু͸ऀݖ࠴୅ҐૌুͰ͋ΔͨΊɺͦͷ൑ܾͷط൑ྗ

͸ʮଞਓʯͰ͋Δ̯ʹٴͿʢ̍̍̑৚߲̍̎߸ʣɻ

　　�　ͦͷͨΊɺຊ໰Ͱ΋౰ऀࣄͷಉҰੑΛߠఆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

　ᾈ　৹൑ର৅ͷಉҰੑ

　　�　৹൑ର৅ͷಉҰੑͱ͸ૌু෺ͷಉҰੑΛҙຯ͢Δͱ͑ߟΔɻ

　　�　ຊ݅ૌুͷૌু෺͸̯ͷ̮ʹର͢Δ̑̌̌ສԁͷିۚฦؐ੥ݖٻͰ

答案例

1 
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͋Γɺผૌͷૌু෺΋̯ͷ̮ʹର͢Δ̑̌̌ສԁͷିۚฦؐ੥ݖٻͰ

͋ΔͨΊɺ྆ૌুͷૌু෺͸ಉҰͰ͋Δɻ

　　�　Αͬͯɺຊ໰Ͱ͸৹൑ର৅ͷಉҰੑ΋ߠఆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

̐　Ҏ্ʹΑΓɺผૌ͸̍̐̎৚ͷཁ݅Λॆ଍͢ΔͨΊෆద๏٫ԼͱͳΔɻ

� Ҏ্

2 




